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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・当直・日直医変更のお知らせ～7/11（土）半日直　千葉良Dr→窪田Dr

　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　当直　  千葉良Dr→窪田Dr

7/12（日）日直　　千葉良Dr→窪田Dr

・川村敏也様の面談について～山田SWより弟様へ電話連絡しています。現在日程調整中とのこと。7/18－7/19　or　7/25-7/26　くらいの予定となりそうだとのことです。

可能であれば一緒に外泊を行って頂くように伝えています。

また、障害者手帳の申請など弟様と一緒に本人へ進めていくこととしています。
・日常生活支援評価の締め切りは6/30です。遅れる事の無いよう提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 中川原　義雄様～退院時処方２週間分処方となっています。また、6/29(月)デイケア見　

学について主治医へ確認し、許可となっています。

· 加賀谷　芙美子様～ノボリンR1本処方となっています。
· 中島　純子様～突発的に死にたくなる時があるとの訴えあり。ソラナックス(0.4)2T
　　　　　　　　1×1/7回分頓服処方となっています。

· 風穴　孝志様～6/25(木)より入眠困難の訴えあり、ハルラック(0.125)2T増薬となって　

いましたが、本日、本人様より日中も眠気が残るとの訴えあり、主治医へ報告。指示にてハルラック中止となっています。また、退院時処方の分も除剤する様、口頭にて指示受けています。月曜日、中止箋と変更後の処方箋を主治医より書いて頂くようにして下さい。

＜家族勉強会について＞

· 風穴　孝志様～御家族の方へ確認していますが、「8日なら行けるんですが」とのみ話　　

されています。

· 林　田鶴子様～御家族の方は参加できるとの事です。

· 古川　富蔵様～御家族の方へ電話していますが連絡取れずにいます。

※本日「レクリエーション」の勉強会を開催しています。下記参照。

「レクリエーション」

西病棟　土岐　江利子

リハビリテーションのリはreで、再びと言う意味ですね。今はやりの携帯電話でする返信メールのReと同じですね。ハビリテイはhabilityで元に戻すと言う意味です。だから「再び、元に戻す」と言う意味になりますか。今までは「機能回復」と言われていました。最近ではこれを「名誉回復」と解釈するそうです。

レクリエーションのレはreで、やはり再びという意味。クリエーションはcreateで創造と言う意味ですね。だから「再び、作り直す」という意味になります。なにを作り直すんでしょう？それは、人と人との交流・交わり・コミュニケーションということです。これも「名誉回復」と同じ意味かもしれませんレクリエーションには次の三つの大きな働きがあります。人間の第四の苦しみ無為苦を救済するのはどの働きでしょうか？考えてみてください。
1． 生理的身体的欲求の充足。つまり、心身の良いコンディションを作るためのお手伝いであると言うことです。キーワードは、生理的欲求・リハビリ・身体の健康と予防・機能回復・欲求と欲望でしょうか。
2． 社会的欲求の充足。つまり、人間関係がスムーズに行なえるためのお手伝いであると言うことです。役割意識、コミュニケーション作りと言うことですね。キーワードは、社会的欲求・役割意識・生きがい作り・人間関係の再構築・喜びの発見でしょうか。
3． 知的欲求の充足と生きがい作り。つまり、余暇時間を楽しく過ごせるためのお伝いであると言うことです。単調、退屈から脱却し、生きがい作りを目指すということです。キーワードは、知的欲求・自己実現・余暇の再発見・単調退屈からの脱却・生きる意欲でしょうね。
そして、最大のキーワードが「自分が人の役に立ち、自分が認められること、これが最大の喜び」であると言うことです。
新しい刺激の演出
　各施設・在宅を問わず、日々の生活がマンネリ化し、何をやっても退屈に思えてしまうのは、仕方のないことなのでしょうか？本来のレクリエーションの位置づけは、退屈な毎日の繰り返しに変化をつけ、皆で楽しい一時を過ごすためのものです。本当に満足度が高い、楽しいレクリエーションを提供してるのでしょうか？
　例えば、毎日顔を合わせている職員の方と毎日同じ遊びをする、という事です。これでは全く新しい刺激になりません。「新しい刺激の演出」という概念を念頭に置いて、取り組む事が大切だと考えられます。
